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続・金谷健一のここが変だよ日本人の英語

最終回

金谷健一
岡山大学

本シリーズの最後として英語と米語の違いを取

り上げる．日本人が英語を話すときに特に考慮す

る必要はないが，その違いが聞き取れれば英語の

音声に関する関心が高まるであろう．

1. 基本的な違い

英語と米語の発音の最大の違いはアクセント音

節の発音の仕方である．前回にもアクセントの音

節では高い声を一気に下げ，直ちに反発させて高

い音に戻すと述べたが，英音ではアクセントのあ

る音節を他の音節よりやや短めに鋭く落下させ，

それを非常に弱い音で瞬時に反発させて高い音に

戻す．それに対して米音では，アクセントのある

音節を他の音節よりやや長めに発音し，それを高

い音に戻すとき，はっきりと声を出す．その結果，

英音は直線的要素からなる不連続信号，米音は曲

線的な高低の連続信号のような印象を与える．だ

から最初の単語を発音した瞬間に，その人が英国

人か米国人かわかる．

以下ではそれ以外の母音や子音の発音の相違を

取り上げる．もちろん英米ではっきり分かれてい

るとは限らず，同じ国でも地域や階級によって相

違点が多い．以下は「どちらかといえば英/米で

そう発音する傾向がある」と理解してほしい．

2. 真似る必要のないアメリカ英語

　 rの音

米音の最大の特徴は母音に続く rの音である．

スペルに ar, ir, ur, er, or を含む語の rは英音で

は発音されないが，米音では口の中で舌を反らせ

て発音される．例えば girlは英音ではガール [g@:l]

だが，米音では [g@r l] （この r音をイタリックで

[r ]と表す）となり，ゲロロのように聞こえる．し

かし，これを日本人が真似るとどうしても妙に聞

こえる．アメリカに長期滞在して習慣になった人

以外は真似ないほうがよい．

一方，r音が語末に来る場合，例えば store, door,

moreは英音ではそれぞれストー [stO:]，ドー [dO:]，

モー [mO:]であり 注 1)，米音では [stO:r ]，[dO:r ]，

[mO:r ] となる．しかし，日本人はこの r音がうま

く発音できないので，アで置き換えてストア，ド

ア，モアと読む習慣が定着している．通じないこ

とはないが，やはりストー，ドー，モーと発音す

るのが無難である．

　 tの音

これもアメリカ人の癖であり，母音に挟まれた t

は dの音に近くなる．だから partyはパーディー，

betterはべダー，twentyはトエニーに聞こえる．

これも真似ようと努力する人がいるが，アメリカ

に長期滞在して習慣になった人以外は，t をはっ

きり発音するのがよいと思う．

　アの音

米英で差が目立つのは子音の前の aの音が米国

では [æ]，英国では [A:] となる単語である．例え

ば askは [æsk| A:sk]（仕切りの前が米，後ろが英）

となり，この対立は answer [ǽns@r | Á:ns@], ant

[ænt| A:nt], castle [kæsl| kA:sl], task [tæsk| tA:sk]

などかなりある．canの否定の口語 can’t [kænt|
kA:nt]も聞くと差が大きい 注 2)．

日本語では歴史的な由来か，例えば cast [kæst|
kA:st] は「出演者」の意味では米音のキャストが，

インドの「カースト制」とか「鋳型」のカストは

英音が採用されている．

日本人にはどちらでもよいが，[æ]の発音が難

しいので [A:]を勧めたい．ただし口を通常より大

きく空ける必要がある．日本人は口を大きく空け

ることに心理的な抵抗が大きいので狭いア [2], [O]

になりがちである．
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　オの音

これも目立つ米英の差である．例えば not [nAt|
nOt]は米音では口の前を大きく空けるので，アの

響きのある明るいオの音であるが，英音では口の

奥を広げるように発音するので日本語のオに近い

音になる．どちらにせよ口を大きく空ける．

日本人が米音を真似て [A]を言うと，口の空け

方が不足して狭いア [2]になり，notが nutに聞

こえがちである．だから私は [O]のほうを勧める

（ただし口の奥を十分空けないと狭いオ [o] にな

り，notが noteに聞こえる注 3)）．例えば college

[kÁliÃ| kÓliÃ]は口を大きく空けてコレッジと言え

ばアメリカでもイギリスでも通じるが，日本人が

カレッジというと courage（勇気）に間違えられ

やすい．knowledge [nÁliÃ| nÓliÃ]も口を大きく空

けてノレッジと言う．ナレッジと読む人がいるが，

通じないかもしれない (null edge?)．(every)body

も（エブリ）ボディと言えば間違いない．ボディ

(body)がバディ(buddy)にならないように．

　 [j]の音

英音でユー [ju:] の音が米音ではウー [u:] に近

い．例えばNew York，studentは英音ではニュー

ヨーク [nju:jÓ:k]，ステューデント [stjú:d@nt] で

あるが，米音ではヌーヨーク [nu:jÓrk]，ストゥー

デント [stú:d@nt]に聞こえる注 4)．assume，con-

sumeは英音ではアスューム [@sjú:m]，コンスュー

ム [kOnsjú:m] であるが 注 5)，米音ではアスーム

[@sú:m]，コンスーム [kOnsú:m]に聞こえる．

日本では英音が定着したものと米音が定着した

ものがある．スーパー（super [sú:p@r ]）は米音

であり，英音はスューパー [sjú:p@]である．tuner

と tunaはスペルは違うが英音は同じであり，共に

テューナ [tjú:n@]であるが，米音では前者はトゥー

ナー [tú:n@r ]，後者はトゥーナ [tú:n@]となる．ラ

ジオのチューナーは英音が，マグロのツナは米

音が定着したものであろう．一方，tutorは米音

はトゥーター [tú:t@r ]であるが，英音のチュータ

[tjú:t@]が定着している．intuitionは英音ではイン

チューイション [intju:́ıS@n]，米音ではイントゥー

イション [intu:́ıS@n]であり，米音に親しんでいる

人が多いのではないか．

これらは [j]の音を入れるのが本来で，抜かす

のはアメリカ人の癖と考えられるから，日本人は

[j]をきちんと発音するのがよい．

　 ory, aryの音

これもアメリカ人の癖とみなせる．ory, aryで

終る語は英音では弱いアリ [@ri]であるが，米音で

は [o], [ε]を強く発音し，かつ伸ばすので，それぞ

れオーリー [o:ri:]，エアリー [ε@ri:]になる．だから

laboratory, factoryは英音ではラボラトリ，ファ

クトリであるが，米音ではラボラトーリー，ファ

クトーリーと聞こえる．secretary, ordinaryは英

音ではセクレタリ，オーディナリであるが，米音

ではセクレテアリー，オーディネアリと聞こえる．

日本人は真似する必要はない．

3. 真似る必要のないイギリス英語
　 [ou]の音

これはイギリス人に特有な発音である．米音で

は狭いオ，またはそれに弱いウをつけたものであ

るが注 3)，英音ではオの音が極端に狭くなり，ア

ウと聞こえることが多い．例えば homeは米音で

はホームであるが，英音ではハウムと聞こえる．

もちろん日本人は真似る必要はない．

　語末の y

ly, ty, dyなどの語末の yは米音では口を横に

開く狭い [i:]であり，長めに発音するが，英音で

は口を中を広げる広い [i] であり，短く終る．だ

から cityは米音ではシティー（または tが有声化

してシディー）であり，末尾は tea と同じである．

しかし英音ではシテと聞こえる．同様に carryは

キャレ，studyはスタデと聞こえる注 6)．日本人

は広い [i]が苦手なので，アメリカ式の狭い [i:]の

発音のほうが楽である．
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　単母音の二重母音化

アクセントのある母音の [i], [u] の次に [ri] の

音が来ると英音では二重母音化して [i@], [u@] と

なる傾向がある．例（前が米音，後が英音）：se-

rious: シリアス [śıri@s] → シアリアス [śı@ri@s]，

material: マティリアル [m@t́ıri@l] → マティアリ
アル [m@t́ı@ri@l]，experience: エクスピリアンス

[iksṕıri@ns] → エクスピアリアンス [iksṕı@i@ns]，

curious: キュリアス [kjúri@s] → キュアリアス

[kjú@ri@s]，furious: フュリアス [fjúri@s] → フュ

アリアス [fjú@ri@s] ．

また∼izationは [∼izeiS@n]と [∼aizeiS@n]の二通

りの発音があり注 7)（civilization, minimization,

quantizationなど），di∼ も [di∼]と [dai∼]と二

通りの発音がある（direct, digest, dimensionな

ど）．英米で異なるということではないが，二重

母音化は英国のほうが多いようである．

日本人は二重母音を２音節化して発音する傾向

があるので，それを避けるために米式の単母音と

して発音するのがよいと思われる．

　二重母音

[i@], [u@]の広い [i], [u]は米音ではやや狭い [i:],

[u:]に変化するので，日本語のイア，ウアに近い．

しかし，英音では広いままであり，[@]が弱いので，

例えば fear [fi@], sure [Su@]はフェー，ショーのよ

うに聞こえる（ただし fair, shoreとは口の空け方

が違う）．日本人は広い [i], [u]が苦手なので，米

式の発音が楽である．

　三重母音

三重母音 [ai@], [au@] は米音では [ai]+[@],

[au]+[@]のように二重母音と弱い単母音の組合せ

として２音節風に発音されるが，英音では一体化

した１音節として発音され，アーアと言っている

ように聞こえる（ただし日本語のアとは口の空け

方が違う）．例えば wire, fire, scienceはそれぞれ

ワーア，ファーア，サーアンスと聞こえる．また

hour, sourもアーア，サーアと聞こえる 注 8)．

もちろん日本人は真似する必要はない．それよ

りも，日本人はアイア，アウアと３音節化しがち

なので，米風に強弱をつけた２音節に発音するよ

うに努めるのがよいと思う．

　その他の非標準発音

ロンドンを中心とする下町では [ei]を [ai]と発

音したり（デイ day がダイ die と聞こえ，オース

トラリアにもその影響が残っている），hを抜か

して発音したりする．また地域によっては [O]が

[u]になったり（バス busがブスに聞こえる），[ai]

が [Oi]になったり（パイプ pipeがポイプに聞こえ

る），その他さまざまなイギリス特有の発音があ

る．これらはもちろんイギリスでも標準とはみな

されていなので，日本人が真似する必要はない．

3. それ以外の米英の相違

　発音，アクセントの相違

米英で発音やアクセント位置が異なる

単語も多い．例（前が米式，後が英式） ：

garage [g@rÁ:Z| gǽrA:Z, -riÃ]注 9), labora-

tory [lǽb(@)r@to:ri:| l@bÓr@t(@)ri], trajectory

[tr@Ãékto:ri:| trǽÃikt(@)ri], controvercy

[kÁntr@v@:rsi:| k@ntrÓv@si], kilometer [kilÁmit@r|
ḱıl@mi:t@]．また aluminum [@lú:min@m], alu-

minium [æljumı́ni@m] のように，アクセント移

動に伴ってスペルが変わることもある．一方，ア

クセント位置が同じでも発音が違うこともある．

例： suggest [s@gÃést| s@Ãést], privacy [práiv@si:|
pŕıv@si], leisure [ĺı:Z@r| léZ@], vitamin [váit@min|
v́ıt@min], lieutenant [lu:tén@nt| leftén@nt]（刑事

コロンボの職名）．母音の長短も多少変化する．

例： museum [mju:źı:@m| mju:źı@m]注 10), room

[ru:m| rum] （classroom [klǽsru:m| klÁ:srum],

bathroom [bǽTru:m| bÁ:Trum]など）．これらは

どちらを聞いても戸惑わなければよく，自分で言
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いやすいほうを言えばよい．

　スペルの相違

米英でスペルが違うものも多い．これはアメリ

カの辞書編纂者ウェブスターがそれまでの複雑な

英式スペルを簡素化した辞書を売り出し，それに

よって米式スペルが定着したものである．例（前

者が米式）：　∼ter ← ∼tre（centre, metre, litre

など），∼or ← ∼our （honour, labour, neigh-

bour, favourなど），∼zation ← ∼sation （min-

imisation, optimisationなど），acknowledgment

← acknowledgement．これらは ispellなどのスペ

ルチェッカーのオプションを用いれば，英式から

米式またはその逆に変換できるが，機能は完璧で

はないらしい．

　用法の違い

発音，アクセント，綴りのような表面的な違い

よりも大きいのは用法の差である．これは国が違

い，生活習慣も違うので当然である．例えば自動

車の各部の名前は米英でほとんどすべて違うと言

われている．また，挨拶を始め，日常生活に関す

る広範囲の物や動作の言い方が異なる．この米英

の差をまとめた「辞書」も発売されている．今は

やりのハリー・ポッターシリーズの「原書」には

英語版と米語版の２種類がある 注 11)．

しかし日常生活に関係ない学問の世界では差が

ないらしく，論文の英語に関しては私は英米の差

の違いに気がついたことがない．

4. おわりに

会話において相手に瞬時に理解させるには，前

回も述べたが，他の単語と聞き違えられないよう

に異なる母音や子音を「区別する」ことが個々の

音をどう発音するかよりも重要である．

もちろん発音だけでなく，他の意味と混同され

ないように，なるべく一つしか意味を持たない単

語や表現を選ぶのがよい．ただ，普通の日本人は

単語や表現の選択に夢中になって，自分や相手の

発音にまで注意が届かず，思い込みで聞いて日本

語の発想で話すのが普通である．

熱心な人はラジオ，テレビ，テープ教材などで

聞き取りの練習をするが，ほとんどの人は「意味」

をとることに集中し，辞書を引いたり（あれば）

テキストを見たりする．その結果どう発音された

かが記憶から抜け落ちる．私は意味は無視して音

声に集中し，どのような音として発音されるかを

聞き分ける練習を勧める． （終わり）

注 1) 英音でも次に母音が来ると rの音が現れ，例えば store
and ... はストーランド... [stO:r@nd...] となる傾向があ
る．storeの名詞形 storage（保管，記憶装置）はストー
リッジ [stÓ:riÃ]だが，“ストレージ”と書く誤りはどこ
から来たのだろう．語末を “激怒”(rage [reiÃ]) と類推
したのか．激怒したくなる．

注 2) canの正式な否定は cannot [kǽnOt]である．日本人の
論文で can not と書く人がいるが，これは誤りである．

注 3) 前回にも述べたが，not と note の違いはオの後にウ
がつくかどうかではない．oが広い音 [A|O]か狭い音 [o]
かの違いであり，ウがつけなくても狭いオなら note で
ある．

注 4) ただし，当の米国人は [ju:]と言っているつもりでいる．
しかし英国人に比べて [j] の音が非常に弱く，ほとんど
聞こえないことが多い．

注 5) 日本語ではどちらもシューと書くが，suのスュー [sju:]
と shuのシュー [Su:]を混同しないように．前者は口を
細めた狭い空間を通り抜ける澄んだ音であり，後者は振
動を含んだ濁った音である．

注 6) 日本人は論文（特に学位論文）のタイトルに Study（ま
たは A Study, Studies）on ∼ と書く人が多いが，on
は抽象的な分野を導く前置詞であり（on mathematics,
on computabilityなど），個別の対象 ofである．Study
on a fast method for ... など滑稽である．ある米国人
教授が，日本人の老教授に of が自然ではないかと忠告
したところ，その教授から絶対に onが正しいと説教さ
れたと苦笑していた．日本人は on だという信念を持っ
ているので，私は学位審査の時期が憂鬱だ．

注 7) 英国では ∼isation と綴ることが多い．
注 8) 試しに英国人にアームタード (I am tired) と言って

みるとちゃんと通じたが，一緒にいた日本人は誰も私の
言った意味がわからなかった．私がその英国人に「何と
言ったかわかるか」と聞くと，なぜわざわざ聞くのかけ
げんな顔をし，こんな初等的な英語を日本人が分からな
いのを不思議がっていた．私は２音節に発音したが，日
本人はこの文をアイアムタイアドと 6∼8 音節に知覚し
ているようである．

注 9) garageを “ガレージ”と読む誤りも storageと同じ日
本人の先入観であろう．

注 10) museum を “ミュージアム” と読む日本人が多いが，
これは誤りである．

注 11) 洋書店のカウンターでハリー・ポッターの原書を買い
に来た客が店員から「英語版ですか米語版ですか」と尋
ねられて当惑していた．アメリカとイギリスで英語が違
うとは思いもしなかったようである．
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